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口永良部島火山の火山ガス組成の変遷

Variation of volcanic gas compositions at Kuchinoerabujima Volcano
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１．はじめに
 水蒸気爆発は頻度の高い噴火ではあるが、噴火前にマグマの移動が顕著な噴火とな異なり、噴
火前兆現象や噴火の発生過程に関する理解が大きく遅れている。水蒸気爆発は熱水系が発達する
火山で生ずる場合がほとんどであり、火山活動と熱水系の相互作用の理解が、水蒸気爆発発生過
程の解明に必要である。本研究は水蒸気爆発の懸念が大きい口永良部島火山における火山ガス組
成の変遷を基に、火山ガス供給系-熱水系とその変化を推定することを目的としている。
 口永良部火山は、20世紀にも水蒸気爆発を繰り返している活動的な火山である。近年の山頂域
における詳細な観測により、山頂直下の浅部を変動源とする、地震活動、地殻変動などが頻繁に
生じており（井口、2007）、特に2008-2009年には新岳火口内に新たな噴気孔が形成され、最大
200t/d達するSO2が放出されている(森ほか、2009）。
２．噴気活動
噴気は新岳火口周辺、火口内および古岳火口内に分布する。新岳火口東噴気は1992年には335度
と高温であったがそれ以降温度が低下し2004年位はほぼ消滅した。それに対し新岳火口南噴気
は2003年以降活発化したが、温度は常に100度弱である。火口内噴気は2008年以降顕著となり、
2009年4月には最高温度225度（火口縁からの赤外温度測定）が記録されている。それに対し、
古岳噴気は最近10年間ほぼ一定の活動を行っており、組成も大きな変動はない。
３．火山ガス組成
SO2放出量は新岳火口内噴気の活動とともに増大しており、目視観察による噴煙量の比較から
も、現在のSO2放出量の大部分は新岳火口内噴気によるものと推定される。新岳火口内噴気組成
は、H2O/CO2=100, CO2/S=0.5, SO2/H2S=3, S/Cl=15, log(H2/H2O)=-3.5、SO2+3H2=H2S+H2O
反応の見かけの平衡温度は500度以上であり、いずれも高温火山ガスに特徴的な組成を示す。こ
れらの特徴は、1992年の火口東噴気（335度）の組成の特徴とほぼ一致しており、口永良部島の
本源火山ガス組成を代表し、その組成が長期間にわたって一定であったことを示唆している。そ
れに対し、火口南噴気は、特にSO2/H2Sおよびlog(H2/H2O）が大きく、見かけの平衡温度が高
い特徴があるが、H2Oの同位体比は噴気温度での気液分離を示し、見かけの平衡温度が500度以
上の場合でもCO2/S=8と硫黄の相対濃度が小さい。南噴気組成は時期により組成が大きく変動す
るが、常に噴気温度で単体硫黄に飽和しており、低温下での硫黄の析出除去による火山ガス組成
変化が生じていたと考えられる。反面、H2/H2O比およびCO/CO2比は高いため、南噴気は比較
的高温のまま地表近傍まで上昇した本源火山ガスが、地下水により急冷されたために生じたと推
察される。
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